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刑事関係カリキュラム（第５７期前期）

検 察 刑事弁護 刑事裁判 刑事３科共通

講義１ 講義１ 講義１
検察官の使命役割 弁護人の使命役割 裁判官の使命役割

ガ
講義２ 判例研究 講義１イ

捜査書類の見方 判例の読み方 判例の意義，判例ダ
・文献の調査方法ン

ス
講義２

記録の読み方

講義２ 判例研究 問題研究１逮
事件受理から勾留 別件逮捕・勾留 令状実務（勾留）捕
請求までの手続勾

留捜
問題研究と 手

勾留請求等令 続
状

査
講義３ 講義１ 特別講義(検)捜

捜査の目的と証拠 起訴前弁護全般 強行犯罪の捜査査
の収集 （ビデオ） 処理活

動段
講義４ 講義２ 特別講義(検)・

検察官の事件処理 接見交通権 科学捜査事
件

特別講義(弁)階 弁 処
黙秘権と接見交護 理
通権活 と

動

講義５ 講義２ 講義２
立証計画の策定・ 起訴後の弁護活動 事前準備・公判手
公判準備，公判立 続（冒頭手続から
会・交互尋問 演習１ 判決宣告まで）

保釈（保釈請求書 （ビデオ）公
起案）（

問題研究３

問題研究 証拠法上の諸問題公

公判準備，証拠意 （主として証拠能判
見と伝聞証拠の問 力）と証拠カード判
題点 の読み方

手

（ ）段 共通公判演習 簡易模擬裁判
公判手続の流れ（冒頭手続から判決宣告まで）続
尋問技術，訴訟指揮

・

共通問題研究（情状立証)階
情状に関する証拠の収集・立証と量刑証

起案１拠
判決書作成の意義

と判決書の構造）

講義３
適条演習

資料２０－４
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検 察 刑事弁護 刑事裁判 刑事３科共通

講義３ 起案１ 講義１ 特別講義(裁)

事実認定の基本構 弁論要旨 事実認定入門 裁判と事実認定

造

起案２ 記録演習事
起案１ 弁論要旨 事実認定の基礎件

起訴状等と事実認・
定上・法令適用上 起案１証
の問題点の起案 判決（主文・理由拠

の一部）と事実認の
起案２ 定上の問題点の起分

起訴状等と事実認 案，量刑析
定上・法令適用上・
の問題点の起案 判例研究 起案２評

自白の任意性・信 判決（主文・理由価
起案３ 用性の問題点 の一部）と事実認と

起訴状等と事実認 定上の問題点の起事
定上・法令適用上 案，量刑実
の問題点の起案認

起案３定
事例研究 判決（主文・理由

事実認定上・法令 の一部）と事実認

適用上の問題点 定上の問題点の起

案，量刑

演習２ 問題研究２業
業過事件の弁護 業過事件の訴因と

（弁論骨子起案） 過失のとらえ方過

特
講義３ 講義３ 特別講義(弁)外

外国人事件の弁護 要通訳事件の審理 外国人事件の弁国

とその特色 護人

殊

特別講義 講義３ 特別講義(裁)少
少年事件の弁護 少年審判 少年事件の特質

（付添人） と少年審判事 年

講演１ 特別講義(弁)そ

特捜事件の捜査 死刑事件の弁護件 の

他

特別講義(検)の

租税事件を巡る特

諸問題殊

事

件
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検 察 刑事弁護 刑事裁判 刑事３科共通

共通特別講義(検)周
法 医 学辺

諸
特別講義(裁)科

司法精神医学学

特別講義(裁)刑
犯罪被害者の心犯
理と援助罪

被
特別講義(弁)害

犯罪被害者支援事 者

特別講義(検)裁
矯正の現状と課

題専 判

特別講義(検)の
更生保護の現状

と展望執

門
特別講義(弁)行

受刑者等の人権

等

知
全科共通特別講義国

国 際 人 権 規 約際
人
権

識
特別講義(裁)

日米の刑事司法そ

特別講義(裁)の
量刑研究と実務

他
特別講義(検)

刑事政策の基礎

全科共通講演・討論法
法曹倫理，法曹の責任と役割

曹
講演２ 講義３ 裁共講演

法務検察の使命と 弁護士倫理 裁判官の職業倫倫
役割 理，使命と役割

弁共特講理
全国各地の弁護士

業務等

講義６ 講義３ 講義３の 前
実務修習に臨む心 前期の総括と実務 前期の総括と実務ま 期
構えと注意事項 修習に臨む心構え 修習に臨む心構えと 修

め 習


